
Title 病名の変遷 : 西洋医学受容の影響を中心に

Author(s) 森賀, 一恵

Citation 語文. 1984, 44, p. 37-48

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68725

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



の

―
西
洋
医
学
受
容
の
影
響
を
中
心
に
―

一
、
は
じ
め
に

現
在
、
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
病
名
は
、
か
ぜ
、
感
冒
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
腸
チ
フ
ス
な
ど
、
和
語
あ
り
、
漢
語
あ
り
、
洋
語
あ
り
、
混
種
語
あ
り

で
、
極
め
て
多
様
で
あ
る
。
日
本
語
の
病
名
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
現

在
の
よ
う
な
語
彙
体
系
を
持
つ
に
至

っ
た
の
か
、
日
本
医
学
史
に
於
い
て
画
期

的
な
出
来
事
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
蘭
学
成
立
の
時
期
以
降
の
変
化
を
中
心
に

見
て
い
き
た
い
。

日
本
語
の
病
名
や
成
立
過
程
を
概
観
す
る
に
先
立
ち
、
語
の
個
別
的
な
成
立

過
程
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

『分
類
語
彙
表
』
（国
立
国
語

研

究
所

。
一
九
六
八
）
と

『
類
語
新
辞
典
』
（角
川
書
店

。
一
九
八
一
）
を
参
考

に
、
現
在
、
日
常
的
に
頻
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
語
を
対
象
に
調
査
し
た
。

以
下
、
和
語

。
漢
語

・
洋
語
、
及
び
洋
漢
混
種
語
に
分
け
て
、
調
査
結
果
の
概

略
を
記
す
。

二
、
和
話
に
つ
い
て

あ
せ
も
、
か
ぜ
、
た
む
し
、
で
き
も
の
、
と
り
め
、
は
し
か
、
は
た
け
、
は

や
り
め
、
は
れ
も
の
、
吹
出
物
、
水
虫
、
耳
だ
れ
、
物
も
ら
い
、
わ
き
が
な
ど

森

賀

恵

は
、
現
在
の
和
語
の
病
名
の
中
で
も
最
も

一
般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
資
料
に
既
に
見
え
て
い
る
。

あ
せ
も
　
『和
名
類
衆
抄
』
（十
巻
本
）
、
『名
語
記
』
盆

一
一七
五
）

か
ぜ
　
『竹
取
物
語
』
２

０
世
紀
中
）、
「
源
氏
物
語
』
盆

一
世
紀
前
）
、
「
わ

ら
ん
べ
草
』
貧

六
五
一
奥
書
）

た
む
し

『文
明
本
節
用
集
』
貧

五
世
紀
後
）
、
「
日
葡
辞
書
』
２

六
〇
三
）

で
き
も
の

「御
湯
殿
上
日
記
』
２

四
八
一
記
事
）
、

『
昆
山
集
』
２

六
五

一
刊
）

と
り
め

『和
名
類
衆
抄
』
（十
巻
本
）
、
「医
心
方
』
（九
八
四
）
、
「毛
吹
草
』

（
一
六
三
八
序
）

は
し
か

『文
明
本
節
用
集
」
、
『
多
聞
院
日
記
』
２

四
八
五
記
事
）
、
「浮
世

物
語
』
貧

六
五
八
―
六
一
刊
）

は
た
け
　
『
豊
後
風
土
記
』
（七

一
三
）
、

「東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
（平
安
初
期

点
）
、
「和
名
類
衆
抄
』
（十
巻
本
）

は
や
り
め

『書
言
字
考
節
用
集
』
貧

六
九
八
刊
）
、

「
乙
二
七
部
集
』
盆

八
三
五
刊
）

は
れ
も
の

『
成
実
論
』
（聖
護
蔵
本

・
天
長
五
年
点
）
、

『春
色
梅
美
婦
爾
』

（
一
八
四
二
刊
）



吹
出
物
　
『高
点
部
類
』
２

七
七
五
刊
）

水
虫
　
『
本
朝
医
談
』
盆

八
二
三
年
刊
本
あ
り
、
成
立
は
そ
れ
よ
り
以
前
）、

『浮
世
風
呂
』
盆

八
〇
九
々

一
三
刊
）

耳
だ
れ
　
『
運
歩
色
葉
集
』
２

五
四
八
）
、
「紅
梅
千
句
』
盆

六
五
五
刊
）
、

『
浮
世
風
呂
』

物
も
ら
い

『書
言
字
考
節
用
集
』
、
『後
編
風
俗
通
』
盆

七
七
五
刊
）

わ
き
が
　
『伊
京
集
』
（室
町
末
）
、
『風
俗
八
色
談
』
貧

七
五
六
刊
）

ま
た
、
「病
名
彙
解
』
２

六
八
六
刊
）
に

「風
フ
ヒ
ク
コ
ト
ナ
リ
」
（巻

一
・

冒
風
）
「俗
に
云
タ
ム
シ
也
」
（巻
四

・
頑
癬
）
、
「俗

二
云
ト
リ
ロ
也
」
（巻
六
・

雀
目
）
、
「俗

二
云

ハ
シ
カ
也
」
（巻
五

・
麻
疹
）
、
「俗

二
云
ミ
ミ
グ
レ
ノ
コ
ト

也
」
（巻
五
・
停
耳
）
「俗

二
云
ワ
キ
ガ
ノ
コ
ト
也
」
（巻
四

・
温
抵
）
な
ど
と
俗

語
と
し
て
名
の
挙
が

っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
十
八
世
紀
末
か
ら
の
蘭
書
翻
訳

期
に
は
か
な
り

一
般
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
蘭
訳
書
類
に
は
殆
ん
ど
現

れ
な
い
。

現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
和
語
の
病
名
は
蘭
学
成
立
前
に
存
在
し
て
は
い
た
が

俗
語
で
日
常
レ
ベ
ル
で
使
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
蘭
学
成
立
に
よ
る
意
味
変
化

も
な
く
、
西
洋
医
学
受
容
の
影
響
も
比
較
的
小
さ
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、

現
在
の
マ
ラ
リ
ア
に
当
た
る

「
お
こ
り
」
、
天
然
痘
に
当
た
る

「も
が
さ
」
な
ど

『病
名
彙
解
』
で
は
俗
語
と
さ
れ
て
い
る
語
で
現
在
は
殆
ん
ど
用
い
ら
れ

な

い

和
語
も
あ
り
、
和
語
の
病
名
が
全
く
西
洋
医
学
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
は

い
い
き
れ
な
い
。

三
、
漢
語
に
つ
い
て

『
病
名
彙
解
』
に
見
え
る
漢
語
の
病
名
の
う
ち
、
現
在
も
日
常
的
に
用

い
ら

れ
て
い
る
も
の

（少
々
の
語
形
の
違
い
は
無
視
す
る
）
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。
（項
目
と
し
て
記
載
の
あ
る
も
の
は
巻
数
の
み
を
、
項
目
と
し

て
挙

が

っ
て
は
い
な
い
が
文
中
に
現
れ
る
も
の
は
項
目
名
を
も
示
し
た
。
）

破
傷
風
、
疱
療
、
乳
岩
、
療
疸
、
痘
療
（巻

一
）
、
中
風
、
淋
病
、
療
歴

、

黄
疸
、
脚
気
、
感
冒
、
喘
息
（呼
喘
）
（巻
二
）、
丹
毒
、
脱
肛
、
痛
風
（巻

一じ
、

鬱
症
、
潰
瘍
（巻
四
）、
麻
疹
、
健
忘
、
結
核
、
癌
（滴
嚢
）、
療
病

（巻
五
）
、
痔
（痔
漏
）
、
腫
瘍
、
風
疹
（蛇
民
）
、
赤
痢
（
ル
ビ
は
シ
ャ
ク
リ
）

（巻
一〇

こ
れ
ら
は
全
て
、
「大
漢
和
辞
典
』
に
以
前
の
中
国
の
用
例
が
あ
る
た
め
、
中

国
起
源
で
あ
る
と
い
え
る
。

右
の
語
の
う
ち
、
「麻
疹
」
は

「本
病
へ
の
認
識
」
が

「東
洋
に
於
て
も

西

洋
に
於
て
も
相
当
古
く
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
」
合
明
治
前
日
本
医
学
史
』
第

一

巻

・
Ｐ
四
）
た
め
か
、
「蘭
療
方
』
（麻
疹
）
、
『和
蘭
字
彙
』
（日
ミ
０
い０
し
、
『扶

氏
経
験
遺
訓
』
（以
下

『遺
訓
』
と
略
す
）
（巻
十
九

。
第
十

一
篇
）
な
ど
の
蘭

方
書
類
に
も
そ
の
ま
ま
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「感
冒
」
も
日
本
初
の
蘭
訳
内
科
書
で
あ
る

『
西
説
内
科
撰
要
』
（以
下

『
西

説
』
と
略
す
）
に
、

冒
寒
傷
冷
ト
ロ
フ
ト
雖
モ
。
感
冒
ナ
ラ
ヒ
ニ
傷
風
寒
卜
。
大
同

ニ
シ
テ
小

異
ナ
リ
。
（巻
九

・
咳
嗽
篇
）

と
あ
る
の
を
初
め
、
『蘭
療
方
』
、
『
泰
西
熱
病
論
』
（巻

一
。
間
歌
熱
篇
第
二
）

『
泰
西
疫
論
』
（神
経
疫
部
。
第
四
章
）、
『医
療
正
始
』
（巻
二
・
宗
類
第

一
・
属

類
第

一
）、
『
察
病
亀
鑑
』

（巻
二
。
第
二
篇
）
な
ど
の
蘭
方
医
書
類
に
頻
出
し

て
い
る
。

破
傷
風
、
疱
遺
、
療
疸
、
痘
療
、
中
風
、
淋
病
、
療

歴
、
黄
疸
、
脚
気
、

喘
息
、
丹
毒
、
脱
肛
、
痛
風
、
健
忘
、
類
病
、
痔
な
ど
も
、
洋
の
東
西
を
問
わ

ず
存
在
す
る
普
遍
的
な
現
象
や
概
念
を
表
す
語
で
あ

っ
た
た
め
か
、
こ
の
二
語
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と
同
様
の
傾
向
を
示
す
。　
こ
れ
ら
は

『
医
道
日
用
綱
目
』

（宝
永
六
年
序
）
や

『鍼
灸
重
宝
記
』
（享
保
三
年
刊
）
な
ど
に
も
見
え
、
蘭
学
成
立
以
前
に
日
常
語

化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「風
疹
」
は

『病
名
彙
解
』
の
他
に
も

『病
名
纂
』
（多
紀
元
簡
輯
）
や
蘭
学

最
盛
期
の

『時
還
読
我
童
国

（
一
八
三
五
記
事
。
多
紀
元
堅
著
）
に
見
ら
れ

る

が
、
蘭
方
医
書
類
に
は
見
え
ず
、
『遺
訓
』
に

「律
別
屋
刺
」
（巻
十
九

。
第
十

一
篇
）
、
明
治
九
年
の

『華
氏
内
科
摘
要
』
（以
下

『華
氏
』
と
略
す
）
に

「
ロ

ベ
オ
ラ
」
（巻
十
三

。
第
七
編

。
一
）
と
音
訳
さ
れ
て
お
り
、
「風
疹
」
は
訳
語

と
し
て

一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
『漢
洋
病
名
対
照
録
』
（第
三
版
）
（以
下
『対

照
録
』
と
略
す
）
に
は

【口
げ
ｏ
ｏ

，
　
の
訳
語
と
し
て

「風
疹
」
が
現
れ
、
こ
の

頃
か
ら
徐
々
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
「風
疹
」
は

「そ
の
症
麻
疹

に
異
な
ら
ず
。
…
…
軽
易
の
症
と
し
て
大
抵
の
方
書
に
は
、
別
に
部
門
を
設
け

て
こ
れ
を
記
載
す
る
こ
と
な
し
。
」
含
日
本
疾
病
史
』
。
Ｐ
曽
じ

と
い
う
わ
け
で
、

西
洋
に
も
同
じ
病
気
が
あ
り
な
が
ら
、
訳
語
と
し
て
の
使
用
が
遅
れ
た
の
だ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。

『大
漢
和
辞
典
』
に
は

「乳
巌
」
の
用
例
と
し
て
次
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ

て

い
る
。乳

巌
、
‥
若
未
破
可
療
、
已
破
即
難
治
、
捻
之
、
内
如
山
巌
、
故
名
之
。

（療
瘍
全
書

・
乳
病
證
治
）

…
亦
有
二
三
載
或
五
六
載
、
方
潰
陥
下
者
、
皆
日
乳
巌
、
蓋
其
形
巌
凸
、

似
巌
穴
也
。
（警
按

・
鷹
巌
治
法
）

こ
れ
ら
に
よ
る
と

「乳
巌
」
は
岩
の
よ
う
に
固
い
乳
房
の
し
こ
り
、
或
い
は

潰
れ
て
岩
穴
の
よ
う
な
形
状
を
呈
す
る
ユ
房
の
腫
瘍
の
類
を
指
し
、現
在
の
「乳

癌
」
と
全
く
の
同
義
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
そ
れ
を
含
ん
で
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
本
来
の
意
味
は

「乳
房
の
巌
（
の
よ
う
な
も
の
ご

と
い
う
こ
と
ら

し
く
、
元
来

「巌
」
単
独
で
は
藤
疸
の
意
を
持
た
な
い
た
め

「籐
巌
」
と
い
う

語
も
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
明
の
李
梃
の

『
医
学
入
門
』
で

は
、

濶

一
寸
至
二
寸
為
癌
。

一
寸
至
五
寸
為
籐
。
…
已
潰
深
陥
如
岩
為
癌
。
…

癌
療
癌
多
難
治
○
癌
多
生
乳
脇
…
（巻
五

・
篠
疸
総
論
）

の
よ
う
に
、
巌
の
意
の

「晏
」
に

「声
」
が
付
さ
れ
単
独
で
、
潰
れ
て
穴
が
あ

き
岩
の
よ
う
に
な

っ
た
。
籐
疸
の
意
を
表
す

「癌
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
は

「癌
」
は
ま
だ
単
な
る
籐
疸
類
の
一
形
態
に
過
ぎ
な
い
。
「病

名
彙
解
』
で
は

『
医
学
入
門
』
の
こ
の
部
分
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
引
用

文
中
に
於
い
て
の
み

「癌
」
が
み
え
る
が
、
独
立
の
項
目
は
設
け
ら
れ
て
お
ら

ず
、
漢
方
で
は
余
り
重
要
な
語
で
は
な
か
っ
た
。
大
槻
玄
沢
が

一
七
九
二
年
に

完
訳
し
た
、
日
本
翻
訳
外
科
書
の
噌
矢

『瘍
医
新
書
』
で
は

「総
目
」
（首
巻
）

の

「第
四
腫
瘍
部
」
中
に

「癌
第
十
二
」
の
項
目
が
み
え
、
ま
た

「外
科
誘
導

篇
」
第
四
章
」
（首
巻
）
に

娠
饉
ノ
結
枕
フ
裁
り
除
ク
ノ
法
ヲ
以
テ
安
全
ノ
平
證
卜
為
ス
者

と
あ
り
、
カ
ン
ケ
ル
に

「癌

（腫
と
と
い
う
訳
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

『療

治
瑣
言
』
２

八
四
二
。
新
宮
涼
庭
著
の
蘭
方
医
書
。
翻
訳
書
で
は
な
い
）
に
、

蘭
書

二
此
病
門
ナ
シ
然
レ
に
蟹
腫

一
症
ヲ
論
ス
レ
ハ
別
二
病
門
フ
立
ス
シ

テ
可
ナ
リ
則
チ
舌
清

（俗
名
舌
疸
）
、
失
栄
ノ
類
モ
同
シ
ク
蟹
腫
ナ
ル
フ
以

テ
蘭
書
に
同
ツ
ク
病
門
ヲ
立
ズ

（巻
中

・
嘱
喧
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
漢
方
で
は
癌
の
概
念
が
な
か
っ
た
が
、
乳

房
の
カ
ン
ケ
ル
が

「乳
癌
」
と
訳
さ
れ
た
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「乳

癌
」
か
ら

「乳
」
を
除
い
た

「癌
」
を
玄
沢
が
最
初
に
カ
ン
ケ
ル
の
訳
語
に
当

て
た
も
の
ら
し
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
穫
疸
の
一
形
態
で
あ

っ
た

「癌
」
は
腫

瘍
の
一
種
を
指
す
こ
と
に
な

っ
た
。
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そ
の
後
の
蘭
方
医
書
類
で
は
、
前
出
の

『療
治
瑣
言
』
の

「蟹
腫
」、
『和
蘭

内
外
要
方
』
の

「蝦
腫
」
（巻

一
。
日
次
）
の
よ
う
な
義
訳
も
あ
る
も
の
の
、『増

補
重
訂
内
科
撰
要
』
の
増
補
部
分
に

頑
硬
腫

ハ
‥
或

ハ
変
ソ
癌
療
ト
ナ
リ

（巻
十
四
）

と
、
「癌
療
」
が
出
て
く
る
他
、

『蘭
科
内
外
三
法
方
典
』
（巻
四

・
十
三
）
、

「泰
西
熱
病
論
』
（巻
五
・
痘
療
篇
第
九
）
、

「
眼
科
新
書
』
（巻

一
。
眼
瞼
病
篇

第
三

・
眼
瞼
電
腫
）、
『
泰
西
方
鑑
』
（巻
四

・
女
科
）
、
「瘍
科
新
選
』
（巻

一
。

硬
腫
部

。
大
較
第
二
十
七
）
、

『
医
療
正
始
』
（巻
十
三
・
局
発
燎
衝

・
燎
衝
総

論

。
区
別

。
第
三
）
、
『遺
訓
』
（巻
二
十
三

。
第
十
三
篇
）
、
『済
生
三
方
』
（巻

中

。
阿
片
第
二
。
応
用

・
姑
息
ノ
能
）
、

「外
科
医
法
』
（巻
二
・
燎
衝
論
第
二

編

一
・
第
三
硬
結
）
な
ど
、
蘭
書
翻
訳
の
初
期
か
ら
後
期
ま
で

「癌
」
は
頻
用

さ
れ
て
お
り
、
蘭
学
者
の
間
で
は
基
本
的
な
訳
語
と
し
て
通
用
し
て
い
た
と
い

え
よ
う
。
ま
た
、
「華
氏
』
（巻
八

。
第
四
編
）
に
、

腎
臓
癌
腫
　
カ
ン
ク
ル
、
オ
フ
、
ゼ
、
キ
ヅ
子
―
　
英

『洋
漢
病
名

一
覧
』
（続
編
）
（癌
）
に

洋
名
カ
ン
ケ
ル
又
カ
ン
ク
ル
癌
卜
訳
ス

な
ど
と
、
明
治
期
の
英
訳
書
な
ど
に
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

『
瘍
医
新
書
』
の

「総
目
」
に
は
、
「癌
」
の
他
、
「腫
瘍
」
「潰
瘍
」
の
項
目

も
あ
り
、
漢
籍
に
造
詣
の
深
か
っ
た
玄
沢
が
好
ん
で
訳
語
に
用
い
た
中
国
起
源

の
漢
語
が
現
在
も
重
要
な
腫
瘍
類
を
指
す
語
と
し
て
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

「結
核
」
は

『
病
名
彙
解
』
で
は

「果
ノ
核
ノ
ヤ
ウ
」
に

「
グ
リ
グ
リ
」
（巻

一
・
乳
結
核
）
し
た
「療
歴

ノ
類
」
（巻
五

・
結
核
）
つ
ま
り
腫
瘍
の
一
種
で
あ

り
、
蘭
書
翻
訳
期
の
初
め
の
頃
の

『
厚
生
新
編
』
盆

八

一
一
）
（巻
二
）
、
『泰

西
方
鑑
』
（巻
五
・
外
科
）
、
『瘍
科
新
選
』
（巻

一
・
腫
瘍
篇
上

。
硬
腫
部
）
な

ど
で
は
同
様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
『医
療
正
始
』
に
「此
病
人
肺
嫉

衝
フ
得
テ
之
ヲ
療
ズ
ル
間
。
四
年
以
来
。
患
フ
ル
所
ノ
結
核
性

ニ
シ
テ
…
只
巻

十
五

・
胸
腔
諸
鍬
衝

・
肺
臓
胸
膜
等
燎
衝
類
案
第

一
）
と
初
め
て
現
在
と
同
じ

言
び
ｏ
お
】３

の
意
の

「結
核
」
が
現
わ
れ
、

『遺
訓
』
（巻
十
二
。
第
七
編
。巻

十
四
。第
八
編
）、
『察
病
亀
鑑
』
（巻
下
。第
二
編

・
五
）、
「華
氏
』
（巻

一
・
初

篇
）
な
ど
、
蘭
訳
後
期
か
ら
明
治
初
の
英
訳
期
に
か
け
て
は
専
ら

言
げ
ｑ
ｏ
】８

を
指
す
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
中
国
在
住
の
英
人
医
合
信
（”
ｏ
ユ
”
日
〓

国
ｏ
ヴ

８
●

。
在
中
国

一
八
三
九
―
七
三
）
著
の

『内
科
新
説
』
に

「勢
証
因
肺
体
生

堅
粒
如
沙
、
番
名

螂
砒
咆
功
」
（上
巻

・
勢
証
）
と
結
核
に
つ
い
て
記
載
が

あ
る
が
、
「結
核
」
は
見
え
ず
、
こ
れ
も

「癌
」
と
同
じ
く
蘭
学
者
に
よ

っ
て

付
さ
れ
た
新
し
い
意
味
が
中
国
に
も
逆
輸
入
さ
れ
、
現
在
も
通
用
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
明
治
期
の
小
説
に
は
貧
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
用
例
に
よ
る
）
結
核

症
や
肺
結
核
症
を
指
す

「結
核
」
が
早
く
も
現
れ
る
。

現
在
で
は

０
く
８
二
ｑ
く

の
意
で
あ
る

「赤
痢
」
は
明
の
戴
元
礼
の

『證
治

要
訣
』
合
大
漢
和
辞
典
』
よ
り
）
や

『病
名
彙
解
』
で
は
血
性
下
痢
の
こ
と
で

蘭
書
翻
訳
期
に
も
同
様
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
０
く
８
諄
Ｒ
く

の
意
の
「赤

痢
」
の
初
出
は

『和
英
語
林
集
成
』
（第
二
版
）
で

『対
照
録
』
の
頃
に
は
そ

れ
ま
で
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

「痛
痢
」
、
「痢
疾
」
「痢
病
」
な
ど
よ
り

「赤
痢
」
が

一
般
的
に
な
り
、
以
後
の
医
学
辞
典
類
に
は

「赤
痢
」
し
か
用

い

ら
れ
な
い
。

「結
核
」、
「赤
痢
」
は
、
蘭
学
成
立
後
も

一
時
は
従
来
通
り
の
意
味
で
用

い

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
意
味
の
変
化
し
た
語
で
あ
る
。

以
上
は
、
漢
籍
に
典
拠
の
あ
る
漢
語
で
あ
り
、
他
の
現
在
は
日
常
的
に
用
い

ら
れ
な
い
漢
方
用
語
と
は
異
な
り
、
翻
訳
の
際
、
「解
体
新
書
』
に
い
う
狭
義
の
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「翻
訳
」
に
よ
っ
て
訳
語
に
あ
て
ら
れ
、
西
洋
医
学
用
語
に
組
み
込
ま
れ
て
、現

在
も
残
る
も
の
で
あ
る
。

『病
名
彙
解
』
や

『医
道
日
用
綱
目
』
、
『鍼
集
重
宝
記
』
な
ど
に
は
見
え
な

い
が
、
現
在
日
常
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
語
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

胃
炎
、
胃
潰
瘍
、
胃
拡
張
、
胃
下
垂
、
胃
癌
、
疫
痢
、
壊
血
病
、
肝
炎
、

肝
硬
変
、
狭
心
症
、
血
友
病
、
高
血
圧
、
黒
内
障
、
湿
疹
、
狸
紅
熱
、
腎

炎
、
心
筋
硬
塞
、
専
麻
疹
、
躁
鬱
病
、
躁
病
、
脱
腸
、
蓄
膿
症
、
中
耳
炎

腸
炎
、
腸
捻
転
、
低
血
圧
、
天
然
痘
、
日
射
病
、
尿
毒
症
、
脳
温
血
、
脳

炎
、
脳
充
血
、
脳
出
血
、
脳
震
盪
、
脳
軟
化
（症
）
、
脳
貧
血
、
肺
炎
、
肺

浸
潤
、
敗
血
症
、
自
血
病
、
自
内
障
、
麦
粒
腫
、
鼻
炎
、
夢
遊
病
、
盲
腸

炎
、
夜
尿
症
、
夜
盲
症
、
流
行
性
感
冒
、
緑
内
障
、
助
膜
炎

『
西
説
』
で

「失
荀
児
陪
苦
」
と
音
訳
さ
れ
て
い
た

りｏ
，

８
諄
巳
Ｆ
（蘭
）
に

対
し
、
蘭
学
初
期
に
は

敗
血
病

（成
徳
云
和
蘭

二
是
ン
フ
失
萄
児
陪
苦
卜
云
フ
　
敗
血
病
ノ
名

ハ

予
力
新
定

二
出
ツ
）
（泰
西
熱
病
論

・
巻
二
・
血
液
洋
崩
腐
敗
篇
第
五
）

壊
血
病

（内
科
撰
要
所
レ謂
失
芍
児
陪
苦
）
（眼
科
新
書

・
巻

一
。
眼
瞼
病

篇
第
三
）

の
よ
う
に
、
「壊
血
病
」
「敗
血
病
」
の
二
つ
の
義
訳
の
例
が
あ
る
が
、
『
眼
科
新

書
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の

『
泰
西
熱
病
論
』
の

「
敗
血
病
」
が

「新
定
」
の
訳
語

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「壊
血
病
」
も
杉
日
立
卿
の
新
造
語
で
は
な
い
か
之
思

わ

れ
る
。
蘭
書
翻
訳
期
に
は

「失
荀
児
陪
苦
」
が

一
般
的
で
頻
用
さ
れ
た
も
の
の
、

「壊
血
病
」
も
同
じ
立
卿
訳
の

『瘍
科
新
選
』
（巻
三

・
壊
血
瘍
第
八
十
八
）
を

初
め
、
『
西
医
知
要
』
（巻
三
）
、
『和
蘭
字
彙
』
、
「外
科
医
法
』

（巻
二
・
欣
衝

論
第
二
編

一
。
第
四
軟
化
）
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
明
治
以
後
は
蘭
語
の

音
訳

「失
芍
児
陪
苦
」
が
徐
々
に
使
用
さ
れ
な
く
な

つ
た
こ
と
や
、
８
■
”
ｏ日
・

””

の
訳
語
と
し
て
の

「
敗
血
病

（症
ど
の
出
現
な
ど
で
、
「壊
血
病
」
が

一
般

的
に
な

っ
た
。

ま
た
、
『
眼
科
新
書
』
の

「麦
粒
腫
」
（巻

一
・
眼
瞼
病
第
三
篇
）
、
『
瘍
科
新

選
』
の

「肉
腫
」
（巻
二
・
腫
瘍
篇
上
）
は
共
に
初
出
の
用
例
で
、原
語
の
義
訳

で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
立
卿
の
新
造
語
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

「狸
紅
熱
」
（医
療
正
始

・
巻
四

・
宗
類
第

一
。
属
類
第
二
・
遺
訓

・
巻
四

・

第
三
編
な
ど
）
、

「蓄
膿
症
」
（遺
訓

・
巻
十
二
・
第
七
編

・
上
顎
洞
の
蓄
膿
症

を
指
す
用
例
で
は
な
い
）
、
「夜
盲
」
貧

八
五
五

・
病
名
薬
名
和
洋
便
覧

・
『
日

本
語
に
及
ぼ
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
影
響
』
Ｐ
ｎ
）
も
、
前
の
三
語
と
同
じ
く
蘭

書
翻
訳
期
、
原
語
の
義
訳
に
よ
り
日
本
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
天
然
痘
」
は

『内
科
秘
録
』
貧

八
六
四
）
に
は
既
に
み
え
る
が
、
人
工
的

痘
療
で
あ
る
種
痘
に
対
す
る
語
で
あ
る
か
ら
、
牛
痘
種
法
が
伝
え
ら
れ
て
か
ら

使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
語
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

一
八
二
〇
年
に
馬
場
佐

十
郎
が
我
国
初
の
牛
痘
種
法
書

『
遁
花
秘
訣
』
今
日
本
思
想
大
系
』
６５
所
収
）

を
訳
了
し
た
∩
日
本
の
医
療
文
化
史
」
（
５５
）
に
よ
る
）
が
、
こ
の
書
に
は
こ
の

語
は
な
い
。
中
国
在
住
の
英
人
医
ス
タ
ア
ン
ト
ン
が
漢
訳
し
た

『
泰
西
種
痘
奇

法
』
が

一
八
四

一
年
に
、
中
国
人
医
郎
浩
川
の

『引
痘
略
』
が

一
八
四
六
年
に

訓
点

・
校
刊
さ
れ
て
お
り
（同
前
）
、
こ
れ
ら
の
書
に

「
天
然
痘
」
が
用
い
ら
れ

て
い
て
そ
れ
を
通
じ
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

「胃
炎
」、
「肝
炎
」、
「肺
炎
」
な
ど
の
語
尾
に
共
通
す
る

「炎
」
は

「炎
症
」

（和
蘭
語

ｏ
●
雰
お
ｏ
こ
●
∞
羅
句
語

〓
〔，
日
日
営
ざ
。
英
語

〓
喘Ｆ
ヨ
日
詳
ざ
じ

屁
鴨
銘尤
噸
膨
圭暉
欝
毀
』
（ぅで

黄
疸
篇
第
八
・
第
六
十
二
章
発
黄
ノ
熱
病
二
因
ル
ノ
証
治
フ
論
ス
な
ど
）
と
音

訳
し
、

「蘭
療
方
』
で
は

「翻
訳
」
し
て
漢
籍
に
典
拠
の
あ
る

「癌
疸
」
を
当
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て
て
い
る
が
、

『瘍
医
新
書
』
で
は
義
訳
に
よ
り

「燎
腫
瘍
」
（首
巻

・
総
目
）

と
い
う
語
が
新
造
さ
れ
、
『蘭
科
内
外
三
法
方
典
』
で
は

「瘍
」
を
省
い
た
「燎

腫
」
（巻
四

。
十
四
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「泰
西
熱
病
論
』
に
は

「燎
衝
」

（巻

一
・
単
熱
複
熱
燎
衝
熱
篇
第

一
）
が
み
え
、
『増
補
重
訂
内
科
撰
要
』
で
は

『
西
説
』
で

「翁
篤
私
多
金
掘
」
で
あ

っ
た
所
が

「燎
衝
」
（巻
四
・
黄
疸
篇
第

九

。
第
六
十
七
章
黄
疸
。
熱
病

二
因
ル
ノ
症
治
フ
論
ス
な
ど
）
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
後
の
蘭
方
医
書
類
で
は
、
外
科
的
具
体
的
で
皮
膚
な
ど
の
場
合
は
「燎
腫
」
、

内
臓
な
ど
内
科
的
な
場
合
は

「炊
衝
」
と
い
う
使
い
分
け
を
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
が
、
特
に

「炊
衝
」
は
幕
末
の
蘭
方
医
書
類
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
語
が
蘭
方
医
学
用
語
の
中
で
か
な
り
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

一
方
、
前
出
の
合
信
の

『
西
医
略
論
』
貧

八
五
七
）
に

「
西
国
方
言

日
炎
法
美
順
訳
為
炎
熱
之
意
、
故
名
日
炎
証
」
（巻
上

。
炎
証
論
）、
同
じ
く
『内

科
新
説
』
盆

八
五
八
）
に

「熱
痛
紅
腫
謂
之
炎
、
番
語
炎
法
美
順
、興
華
語
焼

字
之
意
略
同
、
四
證
不
必
全
備
、
…
此
證
患
者
最
多
、
中
土
無
名
、
医
書
不
載
、

余
於
西
医
略
論
中
専
列

一
篇
、
発
明
比
證
、
…
肺
炎
初
起
痰
少
久
後
痰
多
、
…

脳
炎
顛
頂
痛
、
…
肝
炎
右
脇
下
痛
漸
生
膿
療
、
…
腎
炎
腰
痛
」

（巻
上

。
炎
證

論
）
と
あ
り
、

「炎
法
美
順
」
（〓
喘，
日
日
営
一０
し

を

「炎
証
」
と
義
訳
し
、

初
め
て

「肺
炎
」
、
「脳
炎
」
「肝
炎
」
、
「腎
炎
」
な
ど
の
語
を
用
い
た
の
は
合

信
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
西
医
略
論
』
は

一
八
五
八
年

（『
日
本
医
学
史
網

要
』
Ｐ
ｌ２０
）
、

『内
科
新
説
』
は

一
八
五
九
年

（『明
治
前
日
本
医
学
史
』
第
三

巻
Ｐ
Ｗ
）
に
三
宅
艮
斎
が
訓
点
を
施
し
翻
刻
出
版
し
て
お
り
、
「炎
症
」
、
「肺

炎
」
な
ど
は
、
そ
れ
ら
の
書
を
通
じ
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

明
治
六
年
の

『
医
語
類
衆
』
（奥
山
虎
章
）
に
は

「炎
症
」
や

「胃
炎
」が
現
わ

れ
、
『華
氏
』
、
『洋
漢
病
名

一
覧
』
（後
編
）
、
『対
照
録
』
で
も
、
「燎
衝
」
も
み

ら
れ
る
が
、
「炎
症
」
、
「―
炎
」
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
か
ら

「―
燎
衝
」
は

「―
炎
」
に

「燎
衝
」
は

「炎
症
」
に
お
さ
れ
て
徐
々
に
使
用

さ
れ
な
く
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『和
英
語
林
集
成
』
（第
三
版
）
で
は
初
版
に

み
ら
れ
な
か
っ
た

「―
炎
」
の
形
の
語
も
み
え
る
。

『外
科
医
法
』
の
凡
例
に
は

「病
名
訳
名
は
つ
と
め
て
、
先
輩
当
て
お
か
れ

し
文
字
を
用
う
、
全
膿
新
論
西
医
略
論
な
ど
よ
り
襲
用
す
る
所
も
あ
り
」
と
あ

り
、
合
信
の
用
語
が
当
時
の
日
本
の
医
学
用
語
に
与
え
た
影
響
は
見
逃
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

『華
氏
』
に
は

「脳
ノ
震
盪
」
（巻
十

。
第
五
編
）
と
い
う
語
が
み
え
、
そ
れ

が

「脳
震
盪
」
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
語
と
同
じ
構
成

（臓
器
名

＋
状
態
名
）
を
持
つ
語
の
初
出
の
用
例
の
出
典
の
年
代
を
み
る
と

（出
典
に
つ

い
て
は
解
題
参
照
）

胃
拡
張

（
一
八
九
九
）
、
胃
下
垂

（
一
九
〇
六
）
、
肝
硬
変

（
一
九
二
四

。
肝
臓
硬
変
は
一
八
八
八
）
腸
捻
転

（
一
八
九
九
）
脳
温
血
盆

八
八
八
）

脳
充
血

（
一
八
八
八
）
、
脳
震
盪

（
一
八
九
九
）
、
脳
軟
化

（
一
八
七
六
）
、

脳
貧
血

（
一
八
八
八
）

と
、　
一
八
七
六
年
か
ら

一
九
〇
六
年
の
間
に
集
中
し
て
お
り
、
構
成
の
順
序
こ

そ
違
え
、
そ
れ
ら
の
語
の
範
時
に
入
る
と
考
え
ら
れ
る

「脱
腸
」、
「狭
心
症
」

の
初
出
も

『対
照
録
只

一
八
八
八
）
で
あ
る
。
よ
く
似
た
構
成
の
「
心
筋
梗
塞
」

の

「心
筋
」
は
臓
器
名
で
は
な
く

『懐
中
和
羅
独
英
医
語
辞
典
』
２

八
九
九
）

に
初
出
の
新
し
い
語
で

「
心
筋
梗
塞
」
の
初
出
も

一
九
五
八
年
の

『
医
学
大

字
典
』
で
時
代
が
少
し
下
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
臓
器
名
＋
状
態
名
の
構
成
を

持
つ
病
名
が
明
治
初
期
に
多
く
成
立
し
て
い
る
の
は
、　
一
八
六
六
年
頃
か
ら
の

「病
理
解
剖
を
基
盤
と
す
る
医
学
の
受
容
」
貧
近
代
日
本
の
医
学
』
Ｐ
３‐８
）
の

影
響
の
表
わ
れ
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。

「専
麻
疹
」
は
原
語
の
義
訳
で
、
蘭
学
期
に

「専
麻
熱
」
（幼
々
精
義

・
巻
四



・
八
）
、
「専
麻
羅
斯
」
（遺
訓

。
巻
十
九

・
第
十

一
編
）
、
明
治
初
に
「専
麻
療
」

（華
氏

。
巻
十
九

。
第
十
編
）
な
ど
の
訳
語
も
あ
る
が
、
『対
照
録
』
に
は

「薫

麻
疹
」
の
他
、
「湿
疹
」
、
「汗
疹
」
、
「痒
疹
」
な
ど
も
み
ら
れ
、主
ｍ尾
に

「疹
」

の
付
く
皮
膚
病
名
は
明
治
初
期
か
ら

一
般
的
に
な

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
血
友
病
」
（初
出

一
八
八
八
）
、
「糖
尿
病
」
（初
出

一
八
八
八

。
「糖
尿
」
は

「華
氏
』
に
あ
り
）
、
「
日
射
病
」
翁
華
氏
』
初
出
）
、
「敗
血
症
」
（初
出

一
九
〇

一〇
、
「自
血
病
」
翁
華
氏
』
初
出
）
な
ど
も

「彗
麻
疹
」
な
ど
と
同
じ
く
、
明

治
の
洋
書
翻
訳
期

（英
米
書
中
心
）
に
原
語
の
義
訳
に
よ
り
新
造
さ
れ
た
病
名

で
あ
る
。

「黒
内
障
」
合
医
語
類
衆
』
初
出
）
、
「自
内
障
」
合
和
英
語
林
集
成
』
第
三
版

初
出
）
、
「緑
内
障
」
貧

八
九
三
年

『袖
珍
医
学
辞
彙
』
初
出
）
は
漢
方
の
「内

障
」
に
色
彩
名
を
加
え
て
作
ら
れ
た
訳
語
で
あ
る
。

「胃
癌
」
貧
華
氏
』
初
出
）
、
「胃
潰
瘍
」
貧

八
七
八
年

『増
訂
医
語
類
衆
』

初
出
）
も
、
漢
籍
に
典
拠
の
あ
る

「胃
」
と

「癌
」、
「潰
瘍
」
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
成

っ
た
語
で
あ
る
。

「流
行
性
感
冒
」
は

『対
照
録
』
初
出
で
あ
る
が
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
「
感

冒
」
の
項
の

『
兎
園
小
説
余
録
』
の
用
例
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は

「感
冒
」

が

「流
行
」
す
る
と
い
う
言
い
方
は
江
戸
期
に
既
に
一
般
的
で
あ

っ
た
ら
し
く

「―
性
」
も
蘭
方
医
書
に
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
語
も
既

存
の
語
を
組
み
合
わ
せ
て

，
喘【“
ｏ
日
ヽ

を
意
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
医
学
用
語
の
充
実
に
加
え
て
、
日
本
医
学
の
水
準
が
西
洋
医

学
の
病
気
の
概
念
を
確
実
に
把
握
で
き
る
ま
で
に
向
上
し
た
明
治
の
初
め
頃
か

ら
、
既
存
の
通
用
語
や
病
名
を
用
い
て
原
語
の
的
確
な
意
訳
も
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。

「疫
痢
」
は

『泰
西
疫
論
』
（神
経
疫
部

。
第
三
章
）、
「内
科
秘
録
』
（巻
三
・

痢
疾
）
な
ど
に
み
え
る
が
、
そ
の
意
は
、
疫
病
か
つ
痢
病
、
つ
ま
り
赤
痢
の
流

行
の
よ
う
な
も
の
で
、
現
在
の

「疫
痢
」
と
は
直
接
つ
な
が
ら
な
い
上
、
熟
し

た
語
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
二
三
年
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
医
学
辞
書
類
に
こ
の

語
は
見
え
ず
、　
一
九
二
三
年
か
ら

一
九
三
二
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た

『
日
本

医
学
史
綱
要
』
に
も
明
ら
か
に
疫
痢
だ
と
思
わ
れ
る

「小
児
暴
潟
」
の
記
載
が

あ
る
が
、
「疫
痢
」
は
全
く
出
て
い
な
い
。

一
九
三
二
年
刊
の

『
現
代
医
学
大

辞
典
』
に
は

「疫
痢
」
（羅

・
独

。
英

・
仏
語
共
に

国
江
『じ
　
が
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
語
は
一
九
三
〇
年
頃
か
ら
、
小
児
暴
潟
の
病
名
と
し
て
日
本

で
新
し
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
頃
か
ら

一
般
的
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る

「高
血
圧
」
（初
出

一
九
三
二
）

は
、
少
し
お
く
れ
て
現
れ
る

「低
血
圧
」
と
と
も
に
、
既
存
の
語
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
成
立
し
た
語
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
・

『
明
暗
』
貧

九

一
六
）
に
用
例
の
あ
る

「夢
遊
病
」
は
、
蘭
学
期
よ
り
用
い

ら
れ
て
い
た

「
夢
中
遊
行
」
が
、
「夜
尿
症
」
（初
出

一
九
二
四
）
は

「夜
間
遺

尿

（症
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
短
縮
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『対
照
録
』
（上

・
未
明
解
剖
的
神
経
諸
病
）
に
は

「
一
種
回
帰
狂
卜
名
ク
ル

一
病
ア
リ
其
症

ハ
顧
狂
卜
鬱
憂
ト
ノ
ニ
病
時
々
回
帰
シ
テ
…
…
」
と
あ
り
、
躁

鬱
病
は

「
回
帰
狂
」
、
躁
病
は

「類
狂
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
明
治

の
初
め
に
は
ま
だ

「
躁
鬱
病
」
も

「
躁
病
」
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
二
語
と

も
初
出
は

一
九
三
二
年
の
医
学
辞
典
で
、
精
神
医
学
の
発
達
の
お
く
れ
が
こ
れ

ら
の
精
神
病
名
の
確
立
を
お
く
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

四
、
洋
語
及
び
漢
洋
混
種
語

ア
デ
ノ
イ
ド
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
カ
タ
ル
、
胃
カ
タ
ル
、

腸
カ
タ
ル
、
カ
リ
エ
ス
、
コ
ン
ラ
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
チ
フ
ス
、
腸
チ
フ
ス
、
パ



ラ
チ
フ
ス
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
、
ペ
ス
ト
、　
ヘ
ル
ニ

ア
、
マ
ラ
リ
ア
、
リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど
は
現
在
の
代
表
的
な
洋
語
の
病
名
で
あ
る
。

右
の
う
ち
、
「
リ
ュ
ー
マ
チ

（
チ
と
は

『
医
療
正
始
』
（巻
三
・
宗
類
第

一
。
属

類
第

一
）
、
「幼
々
精
義
』
（巻
七

。
第
十
七
）
、
『察
病
亀
鑑
』
（巻
中

。
第
二
編

疾
病
之
診
察

・
其
二
呼
吸
）、
『遺
訓
』
（巻
六

。
第
四
編
）
、
「済
生
三
方
』
（巻

下

。
吐
薬
第
三
・
各
異
応
用
）
、
「内
科
秘
録
』
（巻
七

・
胴
時
）
な
ど
に

「篠
麻

質
斯
」
「悽
床
質
」
、
「模
麻
窒
斯
こ
な
ど
と
書
き
表
さ
れ
、
『外
科
医
法
只
巻
二

・
燎
衝
論
第
二
論

こ
で
は

「傷
風
」
の
左
ル
ビ
が

「
レ
ウ
マ
チ
ス
」
と
な

っ
て

い
る
の
で
、
蘭
学
期
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
用
例
の
出
典
の
う
ち
翻
訳
書
は
蘭
訳
で
あ
れ
独
訳
で
あ
れ
原
著

が
ド
イ
ツ
書
で
あ
り
、
蘭
語

。
独
語

。
英
語
の
形
が
よ
く
似
て
お
り
、
『
西
説
』

以
来
の
訳
語
で
あ
る

「失
萄
児
陪
苦
」
、
「羅
斯
」、
「伊
窟
篤
」、
「聖
京
掘
」
な

ど
と
異
な
り
、
純
粋
の
和
蘭
語
か
ら
き
た
も
の
で
は
な
い
。

「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
、
「
チ
フ
ス
」
に
つ
い
て
も

「
リ
ュ
ー
マ
チ
（
ス
と
と
同
様
の

こ
と
が
い
え
る
。

日
本
で
は
、　
一
八
六
八
年
に
松
山
棟
庵
が

『窒
扶
斯
新
論
』
を
訳
し
て
発
疹

チ
フ
ス
と
腸
チ
フ
ス
の
区
別
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
「腸
チ
フ
ス
」
の
名
称
は

こ
の
時
か
ら
用
い
ら
れ
た
貧
明
治
前
日
本
医
学
史
』
第

一
巻

・
Ｐ
四
）
よ
う
で

あ
る
が
、
「和
英
語
林
集
成
』
（第
三
版
）
の

「
チ
フ
ス
」
の
項
に
も
み
え
、
「
チ

フ
ス
」
と
と
も
に
明
治
初
期
に
は
か
な
り

一
般
化
し
て
い
た
と
思

わ
れ

る
。

「リ
ミ
詳
く
ｏ

，
●
り　
は
西
暦

一
八
九
四
年

（明
治
二
七
年
）
ア
シ
ア
ー
ル

＞
ｏ
〓

”
【０
バ
ン
ソ
ー
ド

∪
ｏ
●
∽営
Ｌ
ｏ

に
よ
り
て

『
チ
フ
ス
』
よ
り
分
離
さ
れ
て
命

名
さ
れ
た
も
の
」
含
明
治
前
日
本
医
学
史
』
第

一
巻

・
Ｐ
２８６
）
で
あ
り
ヽ
日
本

で
は

一
九
〇
六
年
の

『独
羅
和
訳
新
医
学
大
辞
典
』
に
初
出
で
あ
る
。

「
ペ
ス
ト
」
も

『
泰
西
方
鑑
』
（巻

一
。
発
無
定
虎

。
伝
染
熱
」
「医
療
正
始
』

（巻
九

・
宗
類
第

一
。
属
類
第
三
）
な
ど
に
音
訳
が
あ
り
、
明
治
初
期
の
『華
氏
」

に
も

「
百
斯
篤
」
（巻
十
五

。
第
八
編
）
と
あ
る
が
、
『華
氏
』
で
は

「模
麻
質

斯
」、
「失
荀
児
陪
苦
」

「羅
斯
」
な
ど
そ
の
頃
に
は
少
な
く
と
も
蘭
学
者
の
間

で
は
か
な
り
通
行
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
語
に
は
ル
ビ
が
な
く
、
こ
の
頃
こ
の

語
は
ま
だ

一
般
的
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「我
国
に
於
て
は

『
ペ
ス
ト
』
は

明
治
二
九
年

（
一
八
九
六
）
の
流
行
か
ら

一
般
に
知
ら
れ
た
も
の
」
Ｇ
明
治
前

日
本
医
学
史
』
第

一
巻

。
Ｐ
皿
）
で
あ
る
ら
し
く
、　
一
八
九
九
年
の

『
羅
独
和

訳
医
学
字
典
』
及
び

『懐
中
和
羅
独
英
医
語
辞
典
』
で
は
日
本
語

の
訳
名

に

「
ペ
ス
ト
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
西
説
』
の

「格
別
刺
」
（巻
十
四

。
雹
乱
篇
第
三
十
九
）
は

「
コ
ン
ラ
」
の

初
出
で
は
あ
る
が
、

『
西
説
』
で
は
羅
旬
名
に
全
て
漢
字
を
当
て
て
音
訳
し
て

お
り
、
ま
た
こ
れ
に
漢
名

「窪
乱
」
を
当
て
て

「翻
訳
」
し
て
い
る
の
で
、
余

り
重
要
な
意
味
を
持
た
ず
、
そ
の
後
も
蘭
方
書
で
は

「震
乱
」
と
い
う
訳
語
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
第

一
次
コ
ン
ラ
流
行

（
一．
八
二
二
）
の
際
、
蘭
館
医
か
ら

コ
ン
ラ
情
報
を
得
て
宇
田
川
溶
庵
は

『古
列
亜
没
商
省
斯
説
』
を
、
桂
川
甫
賢

は

『酷
烈
刺
考
』
を
訳
述
し
て
お
り
∩
日
本
の
医
療
文
化
史

（
５８
ご
）
こ
の
頃

か
ら
蘭
方
医
の
間

コに突
わ
稲
び
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、

『内
科
秘
録
』
に
は

「蕃
疹
」
（巻
十
三

・
痘
療
）
が
現
れ
、
「華
氏
』
の
「格
別

良
」
（巻
十
六
。
第
八
編
）
に
も
ル
ビ
が
な
い
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
『文

世
書
生
気
質
』
貧

八
八
五
）
の
用
例
も
挙
が

っ
て
お
り
明
治
初
期
に
は
日
常

語
化
し
て
い
る
。

な
お
、

「
コ
ロ
リ
と
急
に
卒
れ
る
と
云
う
意
か
ら
…
大
阪
で
は
文
政
の
流
行

を
三
日
古
呂
利

（
三
日
亡
、
三
日
倒
）
と
云
っ
た
」
翁
明
治
前
日
本
医
学
史
』

第

一
巻

。
Ｐ
別
）
ら
し
く
、
有
名
な

「
コ
ロ
リ
」
は
蘭
学
者
達
の
間
で

「
コ
ン

ラ
」
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
以
前
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
コ
ン
ラ
」
の
訛
化



し
た
語
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は

『
医
療
正
始
』
（巻
二
・
宗
類
第

一
。
属
類
第

一
）

に
音
訳
さ
れ
て
い
る
が
語
の
下
に

「未
夕
詳
ナ
ラ
ス
」
と
注
し
て
あ
り
、
こ
の

語
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
は
見
な
し
難
く
、
「華
氏
』
で
も
「流
行
性
加
答

児
」
（巻
十
三

。
第
七
編
）
と
訳
し
て
い
る
。
　
こ
の
語
は

「明
治
二
十
三
年
の

春
我
が
邦
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ツ
ァ
の
大
流
行
あ
り
し
と
き
」
始
押
然
喉
病
史
』

Ｐ
四
）
よ
り

一
般
に
広
ま
っ
た
ら
し
く

『対
照
録
』
に
は

「印
不
聯
沙
只
上

。

内
科
病
）
と
い
う
訳
名
も
み
え
、

「
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
用
例
に
よ
る
と
そ

の
後
は
小
説
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

蘭
方
書
類
で
は

『
西
説
』
以
来
、
蘭
語
を
音
訳
し
た

「聖
京
健
」
「聖
京
掘
」

が
頻
出
し
て
お
り

『華
氏
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所

（巻
九

・
第
五
編
）

も
あ
る
が
、
明
治
以
後
は
英

。
独
共
通
の

「
カ
タ
ル
」
（初
出

『華
氏
し

に
と

つ
て
か
わ
ら
れ
徐
々
に
使
用
さ
れ
な
く
な

っ
た
。

「
カ
タ
ル
」
の
定
着
後
間
も

な
く

「胃
カ
タ
ル
」、
「腸
カ
タ
ル
」
な
ど
も
成
立
し
て
い
る
。

同
じ
く

『
西
説
』
以
来
の
訳
語

「貌
棲
屈
」
に
か
わ

っ
て
、
明
治
以
後
、
英

語
の

「
ヘ
ル
ニ
ア
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ジ
フ
テ
リ
ア
は
蘭
学
期
に
は
蘭
語
の
義
訳
で
あ
る

「義
膜
咽
喉
鍬
衝
」、
ま
た

は

「義
膜
咽
喉
燎
衝
」
が
用
い
ら
れ
、
「華
氏
』
で
は

「義
膜
性
咽
喉
炎
」
（十

三
巻

・
第
七
編
）と
訳
さ
れ
た
が
、
「明
治
十
年
ノ
冬
ヨ
リ
春

二
至
ッ
テ
」
翁
洋

漢
病
名

一
覧
』
後
編

・
喉
痺
）
流
行
し
た
ら
し
く
そ
の
頃
か
ら
「
ジ
フ
テ
リ
ア
」

（独
語
）
が
人
口
に
謄
爽
す
る
よ
う
に
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
マ
ラ
リ
ア
」
（英
。
独
）
の
初
出
は

『華
氏
』
（巻
十
四
。
第
七
編
）
で
漢
字

に
ル
ビ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
時
期
以
降
に
一
般
化
し
た
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『華
氏
』
（巻
十
八
。
第
九
編
）
に
は

「脊
椎
加
僅
斯
」
が
み
ら
れ
る
が
、
「
カ

リ
エ
ス
」
（英

。
独
）
が
定
着
す
る
の
は
明
治
後
期
で
あ
る
。

「
ト
ラ
ホ
ー
ム
」
（独
語
読
み
）
は

一
八
九
九
年
刊
の

『
羅
独
和
訳
医
学
字
典
」
、

「懐
中
和
羅
独
英
医
語
辞
典
』
か
ら
現
れ
、　
一
九
五
八
年
刊
の

『医
学
大
辞
典
』

か
ら

（戦
後
）
「
ト
ラ
コ
ー
マ
」
（英
語
読
み
）
に
な

っ
て
い
る
。

「
ア
デ
ノ
イ
ド
」
「
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」

「
ア
レ
ル
ギ
ー
」
は
い
ず
れ
も
独
語
読
み

で
、
初
出
が

『現
代
医
学
大
辞
典
』
貧

九
三
二
）
の
昭
和
初
期
以
降

一
般
的

に
な

っ
た
語
で
あ
る
。

現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
洋
語
の
病
名
は
、
独
語
ま
た
は
英
語
起
源
で
漢
洋
混

種
語
も
既
存
の
漢
語
と
英
独
起
源
の
洋
語
か
ら
成

っ
て
い
る
。

五
、
お
わ
り
に

調
査
結
果
を
も
と
に
、
蘭
学
成
立
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
病
名
の
変
遷

を
概
観
し
て
み
る
。

蘭
学
成
立
以
前
に
は
和
語
と
漢
語
の
病
名
が
存
在
し
て
い
た
。
和
語
は
日
常

語
で
あ
り
、
漢
語
は
殆
ん
ど
が
中
国
起
源
で
日
常
語
化
し
て
和
語
と
同
じ
様
に

用
い
ら
れ
る
も
の
と
、
専
ら
医
書
に
於
い
て
の
み
用
い
ら
れ
る
も
の
と
が
あ

っ

た
。蘭

書
翻
訳
期
に
入
る
と
、
訳
語
に
当
て
ら
れ
た
既
存
の
漢
語
の
中
に
は
意
味

の
変
化
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
蘭
語
の
音
訳
に
よ
り
洋
語
が
出
現
し
義

訳
に
よ
り
漢
語
も
新
造
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
病
名
は
蘭
方
医
の
間
だ
け

で
通
用
す
る
も
の
が
多
く
日
常
語
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ

っ
た
。

明
治
初
め
の
洋
書
翻
訳
期
に
は
、
合
信
用
語
も
医
学
用
語
に
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
た
を
は
い
ぇ
、
蘭
訳
医
書
に
使
用
さ
れ
て
い
た
漢
語
は
殆
ん
ど
受
け

継
が
れ
た
が
、
新
し
い
概
念
に
対
応
す
る
和
製
漢
語
も
大
幅
に
増
加
し
た
。
翻

訳
方
法
と
し
て
は
蘭
学
期
に
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
直
訳
的
な
義
訳
の
他
、
医

学
の
進
歩
や
用
語
の
充
実
な
ど
も
あ

っ
て
、
既
存
の
語
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
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義
訳
が
多
く
な

っ
た
。

一
方
洋
語
は
、　
一
八
四
九
年
独
語
原
典
か
ら
の
最
初
の

直
接
訳
で
あ
る

『済
生
三
方
』
が
出
、
明
治
元
年
に
は
初
の
英
訳
書

『窒
扶
斯

新
論
』
が
出
て
、
独
語

。
英
語
が
入

っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
以
後
、
和

蘭
語
か
ら
の
も
の
は
徐
々
に
消
え
て
し
ま

っ
た
。
ま
た
明
治
以
後
は
、
西
洋
医

学
も

一
般
的
に
な
り
情
報
の
流
通
速
度
も
増
し
た
た
め
か
、
洋
語
や
和
製
漢
語

が
受
容
や
成
立
と
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
小
説
な
ど
に
現
れ
、
病
名
に
関
し

て
は
専
門
語
と
日
常
語
の
差
が
著
し
く
縮
ま

っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
（専
門

用
語
で
あ

っ
た
漢
語
や
洋
語
の
日
常
化
に
伴
な
い
、
こ
の
頃
か
ら
病
名
の
中
の

和
語
の
比
重
が
小
さ
く
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。）

洋
書
翻
訳
期
が
過
ぎ
る
頃
に
は
、
当
時
の
西
洋
医
学
の
概
念
に
対
応
す
る
病

名
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
新
造
語
は
減
少
し
て
い
る
。
新
造
さ
れ
る

場
合
も
大
抵
既
存
の
語
の
組
合
せ
で
事
足
り
、
そ
れ
と
は
別
に
病
名
短
縮
化
の

傾
向
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
明
治
中
頃
か
ら
日
本
で
は
独
語
系
医
学
が
主

流
と
な
り
、
以
後
、
洋
語
は
独
語
か
ら
多
く
受
容
さ
れ
た
が
、
戦
後
は
英
語
が

次
第
に
優
勢
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

日
本
語
の
病
名
の
語
彙
体
系
は
、
蘭
学
成
立
に
始
ま
り
明
治
初
期
ま
で
続
く

洋
書
翻
訳
期
に
大
き
く
変
動
し
て
お
り
、
現
在
の
病
名
の
根
幹
を
な
す
部
分
は

そ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
病
名
史
は
洋
書
翻
訳
期
を
抜
き
に
し

て
は
語
れ
な
い
の
で
あ
る
。

〔附
記
〕

本
稿
は
、
本
論
と
病
名
の
用
例
を
載
せ
た
資
料
集
よ
り
成
る
卒
業
論
文
を
要

約
し
た
も
の
で
あ
る
。
和
語
の
用
例
に
つ
い
て
は
主
に

『
日
本
国
語
大
辞
典
』

な
ど
を
参
考
に
し
集
め
た
が
、
資
料
集
の
用
例
の
大
半
は
後
に
記
し
た
よ
う
な

引
用
資
料
に
挙
げ
た
資
料
か
ら
直
接
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
紙
数
の
都
合
に
よ

り
、
用
例
の
引
用
は
最
小
限
に
と
ど
め
て
お
い
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

引
用
資
料

書
名

。
著
者
ま
た
は
翻
訳
者
名
・
成
立
年

・
底
本
・
解
説
の
順
に
記
す
。

（西
洋
医
学
受
容
以
前
の
医
書
）

ｏ
病
名
彙
解

・
蔵
川
桂
洲
著

。
一
六
八
六
・
京
大
医
学
部
蔵
本
・
漢
方
の
病
名
を
イ
ロ

ハ
順
に
並
べ
解
説
し
た
も
の
。
七
巻
。

（江
戸
期
の
西
洋
医
学
翻
訳
書
）

ｏ
西
説
内
科
撰
要

・
宇
田
川
玄
随
訳
・
一
七
九
二
■
只
大
富
士
川
本
。
日
本
最
初
の
西

洋
内
科
書
。
原
著
は
ゴ
ル
テ
ル

（蘭
）
内
科
書
。
全
十
八
巻
。

ｏ
瘍
医
新
書

・
大
槻
玄
沢
訳

。
一
七
九
三
・
京
大
富
士
川
本

（完
本
現
存
せ
ず
、
五
十

巻
中
誘
導
篇
四
冊
の
み
）
。
日
本
最
初
の
本
格
的
な
翻
訳
外
科
書
ｏ　
原
著
は
ハ
イ
ス

テ
ル

（独
）
の
外
科
書
。
全
五
十
巻
。

ｏ
蘭
療
方

・
広
川
黎
訳
。
一
人
〇

一
・
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
・
原
著
は
ア
ミ
ン
デ

ル
薬
方
書
。

一
冊
。

ｏ
蘭
科
内
外
三
法
典
・
橋
本
宗
吉
訳
。
一
人
〇
五
・
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
。
原
著

は

「縛
武
得
而
立
数
」
の
書
。

ｏ
泰
西
熱
病
論

・
吉
田
長
淑
訳
。
一
人
一
四
・
京
大
富
士
川
本
・
ハ
ク
サ
ム

（英
）
熱

病
論
の
訳
。
七
巻
。

ｏ
眼
科
新
書

・
杉
日
立
卿
訳
・
一
八
一
五
・
京
大
富
士
川
本

。
最
初
の
西
洋
眼
科
書
。

原
著
は
プ
レ
ン
ク

（澳
）
眼
科
書
。
全
五
巻
。

ｏ
増
補
重
訂
内
科
撲
要
。
宇
田
川
玄
真
訳
。
一
人
一
九
・
京
大
富
士
川
本

・
『
西
説
内

科
撰
要
』
を
校
訂
増
補
し
た
も
の
。
全
十
八
巻
。

ｏ
泰
西
疫
論
。
新
宮
涼
庭
訳

・
一
八
二
三
・
京
大
富
士
川
本
。
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
（独
）

及
ひ
コ
ン
ス
ブ
ル
ッ
フ

（独
）
内
科
書
の
抄
訳
。

ｏ
西
医
知
要

・
宇
野
蘭
斉
訳

・
一
八
二
五
・
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
・
原
著
者
は
ス

ウ
ィ
ー
テ
ン
舎
園Υ

ｏ
泰
西
方
鑑

。
小
森
挑
嶋

・
一
八
二
九
二
ふ
大
富
士
川
本

。
原
著
者
は
テ
ー
デ
ン
（独
）。

全
五
巻
。

ｏ
瘍
科
新
選

。
杉
田
立
卿
。
一
八
三
〇

■
ふ
大
富
士
川
本
・
プ
レ
ン
ク

（換
）
外
科
書

の
翻
訳
。
日
本
最
初
の
外
科
全
書
。
全
四
巻
。

ｏ
医
方
研
幾

。
足
立
長
島

。
一
人
三
一
・
京
大
富
士
川
本
・
ス
ト
ル
ク
（換
書
）
の
翻
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訳
。
全
三
巻
。

ｏ
泰
西
内
科
集
成
。
小
関
三
英
・
一
八
三
二
・
京
大
富
士
川
本
盆

セ
三
巻
）
。
原
著
者

は
コ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

（独
）。
六
巻
ま
で
出
版
さ
れ
た
。

ｏ
医
療
正
始

。
伊
東
玄
朴
。
一
八
三
五
・
京
大
富
士
川
本
・
ビ
シ
ョ
ッ
フ

（独
）
書
の

翻
訳
。
全
二
十
四
巻
。

ｏ
泰
西
名
医
彙
構
・
箕
作
院
甫
編
。
一
人
三
五
セ
四
二
・
京
大
富
士
川
本
。
チ
ッ
ト
マ

ン

（独
）
ら
を
翻
訳
し
て
西
洋
医
学
を
紹
介
し
論
評
を
加
え
た
一
種
の
医
学
雑
誌
。

ｏ
扶
氏
経
験
遺
訓
・
緒
方
洪
庵

。
一
八
四
二
２
五
六
。
中
之
島
図
書
館
蔵
本
・
フ
ー
フ

ェ
ラ
ン
ト

（独
）
診
断
学
書
の
翻
訳
。
全
二
十
五
巻
。

ｏ
幼
々
精
義

・
堀
内
素
堂
。
一
人
四
三
・
京
大
富
士
川
本
。
最
初
の
西
洋
小
児
科
書
。

フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト

（独
）
小
児
科
書
の
翻
訳
。
全
七
巻
。

ｏ
察
病
亀
鑑
・
青
木
周
弼
。
一
人
五
七
・
京
大
富
士
川
本

。
原
著
は
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト

診
断
学
書
。
全
三
巻
。

ｏ
西
医
脈
鑑

・
広
元
恭
瀬

・
一
八
五
七
・
京
大
富
士
川
本
。
原
著
者
は
ア
モ
ル
。
二
巻
。

ｏ
済
生
三
方

・
杉
田
成
卿

。
一
人
六
一
・
京
大
富
士
川
本
。
日
本
初
の
独
語
か
ら
の
直

接
訳
。
原
著
は
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
書
。
全
三
巻
。

ｏ
外
科
医
法

・
佐
藤
尚
中
。
一
八
六
五
・
京
大
富
士
川
本
。
原
著
は
ス
ト
ロ
ー
マ
イ
エ

ル

（独
）
外
科
書
。
三
巻
。

（蘭
学
成
立
後
の
日
本
医
書
）

ｏ
瘍
科
秘
録
。
本
間
玄
調
。
一
八
三
七
・
京
大
富
士
川
本
・
漢

・
蘭
医
方
を
折
衷
し
た

外
科
書
。
病
名
は
漢
方
系
。
全
十
巻
。

ｏ
療
治
瑣
言
。
新
宮
涼
庭

。
一
人
四
二
・
京
大
富
士
川
本
・
蘭
方
医
書
。
全
三
巻
。

ｏ
蘭
学
実
験

・
不
明
。
一
人
四
人
。
中
之
島
図
書
館
蔵
本
・
蘭
方
医
学
に
よ
る
治
療
例

を
示
し
た
も
の
。
三
巻
。

ｏ
続
瘍
科
秘
録
。
本
間
玄
調
。
一
八
五
九
二
泉
大
富
士
川
本

・
漢

・
蘭
方
折
衷
書
。
全

五
巻
。

ｏ
内
科
秘
録

。
本
間
玄
調

。
一
八
六
四
・
京
大
富
士
川
本
・
漢
・
蘭
方
折
衷
内
科
書
。

（明
治
以
後
の
医
書
及
び
医
学
辞
書
）

ｏ
華
氏
内
科
摘
要

・
桑
田
衡
平
訳
。
一
八
七
六
刊

上
京
大
富
士
川
本

。
原
著
者
は
米
ペ

ン
シ
ル
ヴ
フ
ニ
ア
大
学
の

口
，
ユ
ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｏ
。
全
二
十
二
巻
。

ｏ
洋
漢
病
名
一
覧
・
後
編

・
栗
原
順
庵
著

・
一
八
七
九
年
刊
上
ふ
大
富
士
川
本
・
洋
病

名
は
英
語
系
。

ｏ
漢
洋
病
名
対
照
録

。
第
三
版
・
落
合
泰
蔵
著

。
一
人
八
八
年
刊
上
泉
大
富
士
川
本
。

著
者
は
陸
軍
の
軍
医
。
病
気
の
漢
名

・
和
名

・
洋
名
（ド
イ
ツ
語
ま
た
は
ラ
テ
ン
語
）

・
訳
名
を
対
照
し
、
略
解
を
付
し
た
も
の
。

以
後
の
医
語
辞
典

。
医
学
事
典
は
編
著
者
名
の
下
に
出
版
社
名
を
あ
げ
る
。

ｏ
袖
珍
医
学
辞
彙

・
第
二
版
・
伊
地
知
英
太
郎
。
新
宮
涼
庭
纂
輯
。
東
京
書
肇
。
一
八

九
三

ｏ
羅
独
和
訳
医
学
字
典

・
第
四
版
・
川
村
正
治

・
官
地
良
治
纂
詳
。
南
江
堂

・
一
八
九

九
刊

ｏ
懐
中
和
羅
独
英
医
語
辞
典

。
日
高
昂
著
・
南
江
堂
。
一
八
九
九
刊

ｏ
独
羅
和
訳
新
医
学
大
辞
典
・
恩
田
重
信
編
。
金
原
商
店
。
一
九
〇
六
刊

ｏ
実
用
和
独
羅
医
語
字
典
・
椎
野
鋒
太
郎

・
西
成
甫

・
歌
川
弐
共
編

・
金
原
商
店
。
一

九
一
一
刊

ｏ
日
独
羅
医
語
新
字
典
。
大
島
礫
著

・
吐
鳳
堂
書
店
。
一
九

一
三
刊

ｏ
独
羅
和
訳
医
語
新
字
典

・
興
津
磐
。
大
島
礫
共
編
・
吐
鳳
堂
書
店
。
一
九
二
二
刊

ｏ
最
新
医
薬
学
大
字
典

。
南
江
堂
。
一
九
二
四
刊

ｏ
現
代
医
学
大
辞
典

・
総
索
引
篇

。
春
秋
社

・
一
九
三
二
刊

ｏ
西
日
医
学
大
辞
典

。
一
九
四
四
刊

ｏ
南
山
堂
医
学
大
辞
典

。
一
九
五
四
刊

ｏ
羅
英
独
仏

・
和
対
照
医
学
大
字
典

・
金
原
出
版
。
一
九
五
八
刊

ｏ
常
用
医
語
事
典
・
緒
方
知
三
郎
編

・
金
原
出
版
。
一
九
六
八
刊

（中
国
在
住
の
英
人
医
合
信
の
著
書
）

ｏ
全
体
新
論
・
一
八
五
一
・
京
大
富
士
川
本

ｏ
西
医
略
論

・
一
八
五
七
・
中
之
島
図
書
館
蔵
本

ｏ
内
科
新
説
。
一
八
五
人
・
京
大
富
士
川
本
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